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【出願番号】特願2013-149020(P2013-149020)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/3065   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   21/302    １０３　

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月14日(2016.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　真空容器内部の処理室と、この処理室内で形成したプラズマからの特定の波長の発光の
強度の変化を検出する検出器と、この検出器からの出力を用いて前記プラズマの形成また
は前記処理室内に配置されたウエハを処理する条件を調節するプラズマ処理装置であって
、
　前記検出器が、前記処理中の任意の時刻以前の複数の時刻で検出された前記特定の波長
の発光の強度の信号から得られる前記特定の波長の発光の強度の変化を示す時系列のデー
タからノイズの成分を除去する第１のフィルタと、前記ノイズの成分が除去された信号か
ら当該信号の所定の値より長い周期で時間変化する前記発光の強度の成分を除く第２のフ
ィルタと、前記所定の値より長い周期で時間変化する成分が除去された信号の前記所定の
値より短い周期で時間変化する成分の当該変化に基づいて前記処理の目標への到達を判定
する判定部とを含み、この判定部の判定の結果に基づいて前記プラズマの形成または前記
ウエハを処理する条件を調節するプラズマ処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のプラズマ処理装置であって、
　前記第２のフィルタが無限インパルス応答フィルタであるプラズマ処理装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のプラズマ処理装置であって、
　前記第１のフィルタが無限インパルス応答フィルタであるプラズマ処理装置。
【請求項４】
　請求項２または３に記載のプラズマ処理装置であって、
　前記無限インパルス応答フィルタがカルマンフィルタであるプラズマ処理装置。
【請求項５】
　請求項１に記載のプラズマ処理装置であって、
　前記第１のフィルタが前記第２のフィルタより大きな外挿次数を用いたカルマンフィル
タであり、前記第２のフィルタが前記第１のフィルタより小さな外挿次数を用いたカルマ
ンフィルタであるプラズマ処理装置。
【請求項６】
　真空容器内部の処理室と、この処理室内で形成したプラズマからの特定の波長の発光の
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強度の変化を検出する検出器と、この検出器からの出力を用いて前記プラズマの形成また
は前記処理室内に配置されたウエハを処理する条件を調節するプラズマ処理装置の運転方
法であって、
　前記検出器が、前記処理中の任意の時刻以前の複数の時刻で検出した前記特定の波長の
発光の強度の信号から得られる前記特定の波長の発行の強度の変化を示す時系列のデータ
からノイズの成分を除去した後、前記ノイズの成分が除去された信号から当該信号の所定
の値より長い周期で時間変化する前記発光の強度の成分を除いた信号から前記所定の値よ
り短い周期で時間変化する前記発光の強度の成分の当該変化を検出し前記処理の目標への
到達を判定するものであって、この判定の結果に基づいて前記プラズマの形成または前記
ウエハを処理する条件を調節するプラズマ処理装置の運転方法。
【請求項７】
　請求項６に記載のプラズマ処理装置の運転方法であって、
　前記ノイズの成分が除去された信号から当該信号の所定の値より長い周期で時間変化す
る前記発光の強度の成分を無限インパルス応答フィルタを用いて検出するプラズマ処理装
置の運転方法。
【請求項８】
　請求項６または７に記載のプラズマ処理装置の運転方法であって、
　前記ノイズの成分を無限インパルス応答フィルタを用いて除去するプラズマ処理装置の
運転方法。
【請求項９】
　請求項７または８に記載のプラズマ処理装置の運転方法であって、
　前記無限インパルス応答フィルタがカルマンフィルタであるプラズマ処理装置の運転方
法。
【請求項１０】
　請求項６に記載のプラズマ処理装置の運転方法であって、
　前記検出器は、前記ノイズを第１の外挿次数を用いたカルマンフィルタを用いて低減さ
せた後、この雑音を低減させた信号から前記所定の値より長い周期で時間変化する前記発
光の強度の成分を前記第１の外挿次数より小さな第２の外挿次数を用いたカルマンフィル
タを用いて検出してこれを低減するプラズマ処理装置の運転方法。
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